
戸別所得補償制度の活用による不作付地の改善に係る説明会 開催要領 

（備蓄米・加工用米及び大豆・麦等の作付拡大） 

 

平成２５年１月 

岡山県農業再生協議会 

 

１．目的： 

戸別所得補償制度の導入により、米粉用米や飼料用米、ＷＣＳ用稲などの新規

需要米の作付面積が拡大する一方で、大豆・麦の作付面積は減少傾向にあり、加

工用米については需要量を満たしていない状況にある。 

こうした中、岡山県農業再生協議会は、水田の水張り面積を拡大するとともに

これら作物の需要に応じたバランスの良い作付を基本に、自給率の向上と調整水

田等の不作付地の積極的な活用を図り、需要者との結びつきを確保しながら生産

拡大を推進するため、標記説明会を開催する。 

 

２．主催：岡山県農業再生協議会 

 

３．日時：平成２５年２月２５日（月） １３：３０～ 

 

４．場所：テクノサポート岡山 大会議室 

〒701-1221 岡山市北区芳賀5301 

TEL:(086)286-9710   FAX:286-9664 

 

５．参加対象者：ＪＡ・県・市町村担当者（戸別所得補償、担い手対策担当）、 

地域農業再生協議会事務局職員 等  １２０名 

 

６．日程： 

13:30 開会・挨拶 

13:30～ 平成 25 年度 経営所得安定対策事業（旧 戸別所得補償制度）

について 

14:00～ 平成25年産米の取り組みについて 

①米穀の需給調整実施要領における飼料用米等の出来秋の出荷

数量に係る運用改善について 

②平成25年産備蓄米の取り組みについて 

14:30～ 大豆・麦等の生産拡大について 

15:00～ 担い手・農地総合対策について 

16:00～ 質疑応答 

16:30 閉会 

 


